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町営温水プール「ビーバー」がオープン

待ちかねた子供達はおおはしゃぎ！

水場の救助は俺たちに任せろ！
機能別消防団員
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入団者紹介

名　　前：三ツ橋彩子

所　　属：十勝アウトドアメイ

ツ

資　　格：ラフティング協会シ

ニアガイド

ガイド歴：６年

ガイドで気をつけていること：

安全第一。かつ、それぞれのお

客さんに合わせた楽しいツアー

になるように。

意気込み：万が一呼ばれた時に

どんな状況でも対応できるよう

に日頃から勉強したりトレーニ

ングを怠らないようにしようと

思います。

名　　前：高橋聡

所　　属：十勝アウトドアメイ

ツ

資　　格：ラフティング協会シ

ニアガイド

ガイド歴：13 年

ガイドで気をつけていること：

お客様を楽しませるうえでの安

全面の見極め。

意気込み：要請されて本当に救

助する際は、今までやってきた

経験や知識を活かしていきたい

と思います。

名　　前：藤原尚雄

所　　属：トムラウシ自然体験

交流施設

資　　格：ラフティング協会専

務理事、レスキュー３インター

ナショナルインストラクター

ガイド歴：25 年

ガイドで気をつけていること：

ラフティングに笑顔で来られた

お客様に笑顔で帰っていただく

こと。

意気込み：急流を生業とするリ

バーガイドのプライドとして、

この能力が必要な場合には積極

的に協力して状況を打開します。

名　　前：野村武広

所　　属：とかちアドベンチャー

クラブ

資　　格：ラフティング協会公

認ガイド、北海道アウトドアガ

イド　など

ガイド歴：13 年

ガイドで気をつけていること：

安全第一

意気込み：任命されたので今ま

で以上にトレーニングをやって

自分のスキルを上げるように努

力していきたいです。機能別消

防団員として皆様の力になれる

よう頑張りたいと思います。

名　　前：野村竜介

所　　属：とかちアドベンチャー

クラブ

資　　格：ラフティング協会シ

ニアガイド、北海道アウトドア

ガイド検定官　など

ガイド歴：17 年

ガイドで気をつけていること：

安全が全てにあり、その上で楽

しんでもらい、自然の中で最高

の思い出作りのお手伝いをする。

意気込み：ラフトガイドの持っ

ている危機管理能力や緊急時の

対応力を活かして町民の皆さん

の力になれれば嬉しいです。

名　　前：市川淳

所　　属：とかちアドベンチャー

クラブ

資　　格：ラフティング協会公

認ガイド、北海道アウトドアガ

イド　など

ガイド歴：19 年

ガイドで気をつけていること：

リスクマネジメントしながらお

客様を楽しませること。満足度

を高めること。

意気込み：災害時に被害が出る

前に防ぐ。要救助者が出た場合

に安全に救助できるようレベル

を高めていきたいです。

機能別消防団員

特　集

水場の
救助は

俺たち
に任せ

ろ！

台風や
大雨な

どの水
害

河川、
湖沼で

の水難
事故に

対応

　

町
内
の
豊
富
な
自
然
環
境
を
活
用
し
て

行
わ
れ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
。

自
然
を
楽
し
む
一
方
、
自
然
は
い
つ
我
々

に
牙
を
む
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
水
害
、
レ

ジ
ャ
ー
中
の
水
難
事
故
は
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

水
害
や
水
難
事
故
発
生
時
の
救
助
に

は
、
急
流
・
激
流
を
自
在
に
動
き
回
り
、

ボ
ー
ト
を
巧
み
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な

ど
の
専
門
的
知
識
や
技
術
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
と
か
ち
広
域
事
務
組
合
新

得
消
防
署
は
、
専
門
的
知
識
や
高
い
技
術

を
有
す
る
十
勝
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
イ
ツ
の
ラ

フ
ト
ガ
イ
ド
２
人
、
と
か
ち
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
ラ
フ
ト
ガ
イ
ド
３
人
、

ト
ム
ラ
ウ
シ
在
住
で
緊
急
救
助
活
動
の
民

間
団
体
レ
ス
キ
ュ
ー
３
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
持
つ
ラ
フ
ト
ガ
イ

ド
１
人
を
「
機
能
別
消
防
団
員
」
と
し
て

任
命
し
ま
し
た
。

　

こ
の
６
人
の
「
機
能
別
消
防
団
員
」
は

屈
足
消
防
団
に
所
属
し
、
町
内
で
発
生
し

た
河
川
、
湖
沼
で
の
水
難
事
故
、
台
風
や

大
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
発
生
時
に
限
定
し

て
出
動
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
の
人

員
不
足
を
補
完
す
る
こ
と
も
狙
い
の
一
つ

で
あ
り
、
総
務
省
消
防
庁
が
２
０
０
５
年

に
制
度
と
し
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。
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※
２
月
以
降
に
ま
ち
づ
く
り
レ
タ
ー
で
い
た
だ
い
た

ご
意
見
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す

ボ
イ
ス　

ー
町
の
声
ー

ひ
と
こ
と
手
話
講
座

　

〜
N
o
.
22
〜

○
行
く

自分に向けた右手
人差し指を前に向
ける

○
来
る

甲を前に向けて立
てた右手の人差し
指を右斜前から手
前に引き寄せる

●
キ
ツ
ネ
の
駆
除
、
イ
ヌ
の
フ
ン

害
、
除
雪
、
広
報
の
チ
ラ
シ
に
つ

い
て

　

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　

①
街
中
の
キ
ツ
ネ
を
駆
除
し
て
く
だ

さ
い
。

　

②
街
中
の
イ
ヌ
の
フ
ン
に
よ
る
フ
ン

害
を
な
く
し
て
く
だ
さ
い
（
簡
単
で
す
。

街
中
で
の
イ
ヌ
の
散
歩
を
禁
止
す
れ
ば
）

　

③
歩
行
者
が
危
険
を
感
じ
る
こ
と
な

く
歩
け
る
道
路
に
し
て
く
だ
さ
い
（
上

手
で
十
分
な
除
雪
を
し
な
い
で
、
料
金

を
徴
収
す
る
除
雪
に
手
を
出
す
の
は
論

外
で
す
）

　

④
広
報
の
中
に
チ
ラ
シ
が
多
す
ぎ
ま

す
。
記
事
と
し
て
掲
載
す
れ
ば
経
費
が

無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。
職
員
の
意
識
が

低
く
、
発
行
責
任
者
の
能
力
が
無
い
の

で
は
？
町
内
会
役
員
は
下
請
け
作
業
員

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ろ
い
ろ
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ご

検
討
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
60
歳
代
・
男
性
）

　

ま
た
、
除
雪
車
の
構
造
上
、
玄
関
前
に

雪
が
残
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合

も
除
雪
作
業
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
、

「
除
雪
支
援
事
業
（
仮
称
）」
で
、
希
望

者
に
費
用
の一部
を
ご
負
担
い
た
だ
き
実
施

し
て
い
ま
す
。

                      （
施
設
課
公
園
道
路
係
）

　　

④
町
内
会
の
会
員
の
皆
様
への
広
報
紙

の
配
布
に
つ
き
ま
し
て
、
配
布
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
大
変
な
ご
苦
労

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
に
つい
て
は
、

「
お
知
ら
せ
し
ん
と
く
」
に
掲
載
し
、
で

き
る
だ
け
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
少
な
く
な

る
よ
う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

                （
地
域
戦
略
室
広
報
広
聴
係
）

お
答
え
し
ま
す

　

①
現
在
、
キ
ツ
ネ
に
つい
て
は
箱
ワ
ナ
で

駆
除
を
行
って
い
ま
す
。
ワ
ナ
の
設
置
に
は

設
置
場
所
の
家
の
方
に
ワ
ナ
の
管
理
に
つい

て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

箱
ワ
ナ
の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
町
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

                      （
町
民
課
生
活
環
境
係
）

　　

②
イ
ヌ
の
フ
ン
に
よ
る
マ
ナ
ー
違
反
は
以

前
よ
り
あ
り
、
お
し
ら
せ
広
報
等
で
の
啓

発
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
イ

ヌ
の
散
歩
禁
止
は
法
律
違
反
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

引
き
続
き
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  （
町
民
課
生
活
環
境
係
）

　　

③
現
在
午
前
２
時
ま
で
に
降
っ
た
雪
が

10
セ
ン
チ
以
上
、
ま
た
は
10
セ
ン
チ
以
上
に

な
る
と
見
込
ま
れ
た
場
合
は
、
午
前
３
時

か
ら
除
雪
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
限
ら
れ
た
時
間
で
広
範
囲

を
行
う
た
め
、
完
全
に
雪
を
取
り
除
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
丁
寧
な
除
雪
を
心

が
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
いい

た
し
ま
す
。

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら

「
広
報
し
ん
と
く
４
月
号
」
を

読
ん
だ
感
想
・
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
一
般
会
計
の
予
算
の
内
訳

に
お
い
て
、
主
な
収
入
、
主
な

支
出
、
事
業
な
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
た
め
、
町
が
ど

の
よ
う
な
方
向
で
動
い
て
い

る
の
か
が
、
一
目
で
わ
か
り
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
町
民

が
す
べ
て
の
事
業
に
興
味
関

心
を
持
つ
べ
き
な
の
で
す
が
、

難
し
い
の
が
実
情
で
、
こ
の
よ

う
に
ま
と
め
て
頂
け
る
と
今
後
町
民
が
町

を
議
論
す
る
上
で
も
円
滑
に
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
以
前
掲
載
さ
れ

て
い
た
町
の
決
算
を
家
の
家
計
に
置
き
換

え
た
表
が
あ
る
と
、
町
の
実
情
が
実
感
で

き
て
い
い
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

▼
縦
書
き
読
み
の
横
書
き
な
た
め
、「
平

成
28
年
度
の
主
な
事
業
」
の
ペ
ー
ジ
を
ま

た
ぐ
際
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
の
区
分
に
属
し

て
い
る
の
か
わ
か
り
づ
ら
い
で
す
。
ま
た
、

各
課
の
明
朝
フ
ォ
ン
ト
が
白
抜
き
の
黒
枠

が
鋭
く
、
見
づ
ら
く
感
じ
ま
す
。

▼
今
年
度
、
補
助
や
貸
付
多
額
の
予
算
を

投
じ
る
事
業
、
祭
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

税
金
を
使
い
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
投
じ
た
こ
と
に
よ
り
ど
の
く

ら
い
の
経
済
効
果
が
生
ま
れ
た
の
か
、
ど

の
く
ら
い
の
資
本
が
町
に
落
ち
る
の
か
、

何
年
で
返
還
さ
れ
る
の
か
。
明
確
に
公
表

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

広報モニターからの声

生活支援コーディネーター紹介

お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

つながり新聞 ２０１６年（平成２８年）５月号 〈月刊〉

私たちが在宅サービスの相談に
応じるケアマネジャーです！

ケアマネジャーは介護保険を上手に利用するための相談員です！

〇介護を必要とする人や家族の相談、援助を行います。

〇困りごとを明確にし、必要なサービスの提案、助言を行います。

〇各サービス提供事業者への連絡、手配などの調整役を担います。

〇サービス実施状況の把握やケアプランの作成を行います。

ちいさな手 新得町地域包括支援センターちいさな手 新得町地域包括支援センター

大 山 浅 野大 山 浅 野

高 野 大 宮 小田島高 野 大 宮 小田島

森 田森 田
清 野清 野

新得やすらぎ荘新得やすらぎ荘

坂 田 小 針 澤 田坂 田 小 針 澤 田

佐々木佐々木
ケアプランセンターしんとく社協ケアプランセンターしんとく社協

佐々木佐々木

「介護予防・日常生活支援総合事業」
が４月よりスタートしています！

当面の変更点は以下の２つ！

新得町社会福祉協議会新得町社会福祉協議会
地域福祉係長 池 田 輝 幸 氏地域福祉係長 池 田 輝 幸 氏

①「訪問ヘルパー」や「デイサービス」のみ利用を希望
される方は、簡単な基本チェックリストを実施し、該
当になることで、サービス利用が可能になります。

②必ずしも介護保険制度に頼らない、地域支え合い
による介護予防、生活支援体制の整備を推進する
ため、生活支援コーディネーターが配置され、

コーディネーターの活動もスタート！その様子新得町に適したサービスの創設を目指します！

①については条件もありますので
地域包括支援センターにご相談下さい！

●発行元●

新得町地域包括

支援センターなごみ

保健福祉課在宅支援係

℡６４－０５３３

FAX６４－０５３４
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支
援
物
資
を
熊
本
へ

熊
本
地
震
に
伴
う
支
援
物
資
輸
送

　

熊
本
県
南
阿
蘇
村
な
ど
に
支
援
物
資

を
届
け
よ
う
と
西
部
４
町
（
鹿
追
、清
水
、

芽
室
、
新
得
）
か
ら
13
人
が
４
月
28
日
、

熊
本
県
へ
出
発
。
５
月
４
日
ま
で
支
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
得
町
か
ら
は
庶
務
防
災
係
の
小
林

健
利
係
長
と
社
会
教
育
係
の
乙
井
逸
人

係
長
の
２
人
を
派
遣
。
新
得
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
「
雫
、
巡
る
」
４
８
２
４
本

(

201
箱)

と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
土
の
う
袋

を
届
け
ま
し
た
。

　

南
阿
蘇
村
と
の
交
流
は
、
昭
和
50
年

に
南
阿
蘇
の
青
年
が
清
水
町
に
民
泊
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
昭
和
51
年
２
月
か

ら
「
西
部
十
勝
連
絡
協
議
会
」
の
事
業

と
し
て
始
ま
り
、
平
成
14
年
度
の
交
流

中
止
ま
で
に
西
部
十
勝
か
ら

650
人
が
南

阿
蘇
を
訪
問
。
南
阿
蘇
か
ら
は

360
人
が

西
部
十
勝
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

第
20
回
ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
歩
く
ス
キ

ー
大
会
（
国
民
宿
舎
東
大
雪
荘
主
催
）

が
４
月
３
日
、
同
温
泉
周
辺
の
林
道
コ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
管
内
で
は
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
歩
く

ス
キ
ー
大
会
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　

大
会
に
は
７
歳
〜
88
歳
ま
で
の
47
人

が
参
加
。
十
勝
管
内
、
管
外
か
ら
の
参

加
者
も
お
り
、
雪
が
降
る
中
６
キ
ロ
と

10
キ
ロ
に
分
か
れ
、
林
道
コ
ー
ス
の
自

然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

完
走
後
、
参
加
者
ら
に
は
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
東
大
雪
荘
の
温
泉
に
も
入

浴
し
、
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

雪
の
中
自
然
を
楽
し
む

ト
ム
ラ
ウ
シ
温
泉
歩
く
ス
キ
ー

大
会

人
生
最
後
ま
で
こ
の
町

で
暮
ら
す

住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
住

民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の
仕
組
み
を

作
る
た
め
に
、
４
月
か
ら
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
池
田
輝
幸
地
域
福
祉
係
長

が
担
い
、
４
月
15
日
に
保
健
福
祉
課
と

社
会
福
祉
協
議
会
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
す

る
福
祉
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
皮
切
り
に
、

順
次
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
な
ど
の
団
体
に
ニ
ー
ズ
調
査
な

ど
を
行
い
、
今
後
の
仕
組
み
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
場
産
食
材
を
使
っ
た

商
品
開
発
が
ス
タ
ー
ト

町
観
光
協
会
が
H
T
B
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
知
名
度
ア
ッ
プ
狙
う

　

町
観
光
協
会
（
清
水
輝
男
会
長
）
は
、

H
T
B
北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
地
場
産
食
材
を
使
っ
た
新
し

い
名
物
商
品
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
27
日
に
会
員
な
ど
14
人
が
参

加
し
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
食
材
を
使
う

か
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
後
、

H
T
B
の
番
組
「
イ
チ
オ
シ
！
」
の
司

会
者
の
ヒ
ロ
福
地
さ
ん
が
商
品
を
監
修

し
、
そ
の
様
子
が
番
組
内
で
放
送
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
開
発
さ
れ
た
商
品
は
、
８
月
26
日
か

ら
28
日
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
「
H
T
B

イ
チ
オ
シ
！
ま
つ
り
」
で
販
売
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新得小学校１年生交通安全教室　ほか

　

新
得
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
は
４

月
11
日
、
新
得
小
学
校
１
年
生
36
人
を

対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
を
同
校
で

行
い
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
交
通
安
全

推
進
員
と
交
通
安
全
女
性
指
導
員
２
人

か
ら
交
通
の
ル
ー
ル
な
ど
交
通
安
全
に

つ
い
て
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
勝
総
合
振
興
局
の
事
業
で
、

交
通
安
全
の
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

夜
行
反
射
材
を
貼
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

に
児
童
が
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

い
て
家
族
（
特
に
祖
父
母
）
に
手
渡
す
「
と

か
ち
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
戦
」
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
、《
交
通
安
全
守
っ
て
ね
、
気

を
つ
け
て
ね
》
と
い
う
思
い
を
込
め
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に

書
い
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
守
っ
て
ね

新
得
小
学
校
新
１
年
生
を
対
象
と
し

て
交
通
安
全
教
室
を
実
施

　

北
海
道
新
得
高
等
支
援
学
校
の
入
学

式
が
４
月
15
日
に
行
わ
れ
、
９
人
の
生

徒
が
未
来
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。「
木
工
科
」
６
人
、「
家
庭
科
」
３

人
が
入
学
。

　

式
に
は
生
徒
の
保
護
者
の
ほ
か
来
賓

と
し
て
浜
田
正
利
町
長
と
佐
々
木
恵
美

子
道
議
ら
32
人
が
出
席
。
日
向
正
明
校

長
が
「
不
安
な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
教
職
員
一
丸
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
新
入
生
を
代
表
し
て

杉
山
司
さ
ん
が
「
支
援
学
校
の
生
徒
と

し
て
誇
り
を
持
ち
、
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

９
人
が
未
来
へ
第
一
歩

北
海
道
新
得
高
等
支
援
学
校
入
学
式

　

平
成
28
年
度
出
産
祝
い
金
第
１
号
対

象
者
へ
の
贈
呈
が
４
月
27
日
、
町
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
と
な
っ
た
の
は
、
友
定
雄
平

さ
ん
・
宏
美
さ
ん
夫
妻
の
二
女
優
衣
ち

ゃ
ん
。
父
親
の
雄
平
さ
ん
と
優
衣
ち
ゃ

ん
が
２
人
で
来
庁
し
、
目
録
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

祝
い
金
制
度
は
、
少
子
化
対
策
の
町

の
取
り
組
み
と
し
て
平
成
26
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
通
算
で
は
69
人
目
。

第
１
子
に
10
万
円
、
第
5
子
に
な
る
と

100
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

雄
平
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
生
活
に
お

金
は
必
要
な
の
で
あ
り
が
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

友
定
さ
ん
夫
妻
に
祝
い
金

平
成
28
年
度
出
産
祝
い
金
第
１
号

新
１
年
生
を
歓
迎

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し

「
み
ん
な
で
遊
ぶ
日
」

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し
を
利
用

す
る
新
１
年
生
の
歓
迎
会
「
み
ん
な
で

遊
ぶ
日
」
が
４
月
21
日
、
同
施
設
で
開

か
れ
、
新
１
年
生
20
人
と
２
〜
６
年
生

30
人
が
集
ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。

　

ゲ
ー
ム
は
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
長

い
列
を
作
っ
て
い
く
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
き

し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
」、
カ
ー
ド
に
書
か
れ
て
い

る
指
示
に
従
う
「
う
ん
め
い
き
ょ
う
そ

う
」、
お
菓
子
を
探
す
「
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ

し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
２
〜
６
年
生
が
作
っ
た
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
描

か
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
新
１
年
生
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
新
１
年
生
は
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

6

熊本地震に伴う支援物資輸送、トムラウシ温泉歩くスキー大会　ほか
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　「新しく社会人になるみなさんを歓迎する集い（23

回目）」（実行委員会主催）が４月８日、町公民館で開

かれ、この春から町内の７事業所で社会人としての第

一歩を踏み出した 18 人が歓迎と激励を受けました。

　新社会人らは、「新入社員の皆さんに・・・」と題

して㈲瀬上製材所の瀬上晃彦代表取締役の講演を聞い

た後、歓迎会に参加し、各々新社会人同士で交流を深

めていました。

　歓迎会では、石畑政俊実行委員長が「誇りと自信を

持って社会に臨んでいただきたい」とあいさつし、浜

田正利町長が「人間はミスの積み重ねの中で成長して

いく。志の高い中でそれぞれの持っている夢に向かっ

て前進していただきたい」と激励しました。

　その後、新社会人の一員となった 18 人一人一人が

自己紹介と新得でやりたいことや抱負を述べ、最後に

新得町役場の稲村隆之さんが「１日も早く社会人とし

ての力を養い、皆さまに喜ばれる仕事をしていきたい

です」と力強く決意表明しました。

　歓迎会の後には、記念としてしんとく焼きのカップ

や湯飲みに思い思いの字や絵を描く「記念品制作」も

行い、陶芸センターで焼かれた後、新社会人のみなさ

んにプレゼントされました。

18 人が社会人の仲間入り

あたらしく社会人になるみなさんを歓迎する集い
決
意
表
明
し
た
稲
村
さ
ん

　屈足総合会館のロビーにあるバナナの木に実がな

り、屈足保育園の園児 13 人が４月 14 日、黄色くな

った実の収穫を行いました。

　この木は平成５年に金徳アヤ子さんより寄贈され、

収穫した実は平成 14 年から屈足の児童にプレゼント

されていました。

　園児たちは収穫したバナナを「あまい」、「おいしい」

といいながら夢中で食べていました。

あまい！おいしい！

屈足保育園児がバナナを収穫

生活に生きがいとうるおいを

　屈足地区のわすれん塾開講式が４月 19 日、小規模

多機能センターららで行われ、今年参加の 19 人が出

席。新得地区の開講式は４月 20 日に保健福祉センタ

ーなごみで行われ、今年参加の 30 人が出席しました。

　双方の式とも、田中透嗣副町長から「ボランティア、

参加者の皆さんで楽しく触れ合って、生活の生きがい

とうるおいを深めてもらいたい」とあいさつがありま

した。

　屈足地区の開講式では、始めに佐藤幸子施設長の案

内のもと、小規模多機能きらりの見学を行い、その後

世界のひろし（山本洋）さんの音楽講座で「春が来た」

や「こいのぼり」などの歌をうたいました。リズムを

取って、歌を考えて、声を出してといった複数の要素

を入れることで脳の活性化を図っています。

　新得地区の開講式では、スタッフの香田優一さんか

ら棒を使ったストレッチ、腕や首の体操、バランス感

覚を鍛える運動を教えてもらいました。その後、山本

さんの音楽講座が行われました。

屈足地区、新得地区のわすれん塾が開講新
得
わ
す
れ
ん
塾

屈
足
わ
す
れ
ん
塾

　さほろ酒造５周年記念として北海道歌旅座「ASIAN 

PARADICE スペシャルイベント」が４月 16 日、さほ

ろ蔵ホールで開かれ、 約 70 人の観客で席が埋まりま

した。

　北海道歌旅座は道内 179 市町村を巡るライブを行っ

ており、全てを巡るまで残り 13 市町村とせまってい

ます。

　今回は、さほろ酒造３周年にも登場した歌手

「JUNKO」がライブを行い、観客も手拍子を行うなど、

会場全体が一体となったイベントとなりました。

さほろ酒造５周年をお祝い

北海道歌旅「ASIAN PARADICE スペシャルイベント」

　新得交通少年団（池田有羽梨団長）の入退団式が４

月 28 日、町公民館で行われました。

　式には中学生となり退団した４人（当日１人欠席）と

新入団者 8 人を含む 17 人の団員が出席しました。

　同団運営委員会の小野昭会長と来賓２人があいさつ

をした後、退団者に記念品が贈られ、代表して高久経さ

んが「少年団で普段できない体験や多くのことを学んだ。

これからも交通ルールを守っていきます」とあいさつ。

新入団員に団員章が交付され、これから各種行事を通じ

て交通安全活動を実施していくこととしています。

新得交通少年団入退団式

交通ルールを守る　みんなのお手本

大きさにびっくり！！

新１年生がベアマウンテンを見学

　十勝サホロリゾートは、今季のオープンを翌日に控

えたベアマウンテンに４月 28 日、町内の小学校に入学

した新得小と屈足南小の新１年生46人を招待しました。

子供たちは、放し飼いエリアに巡回バスに乗って入場

し、野生に近いクマの生態を観察。ベアポイントと呼

ばれるガラス張りの観察施設では、立ち上がる熊を間

近で見て「うわっ、大きい」と体を仰け反らし驚く子

供もいました。
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４
月
は
入
学
式
、
各
種
の
総
会
、
新
た
な

人
と
の
出
会
い
な
ど
、
新
た
な
動
き
を
感
じ

る
時
期
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
の
応
援
が
特
に
必
要
と
感
じ
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
生
徒
の
募

集
停
止
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
新
得
高
校
に
お

い
て
、
４
月
８
日
に
最
後
の
入
学
式
が
行
わ

れ
新
１
年
生
17
名
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
31

年
３
月
に
は
最
後
の
卒
業
式
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
も
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
同
じ
新
得
高
校
の
建
物
の
中

に
開
校
し
ま
し
た「
新
得
高
等
支
援
学
校
」（
木

工
科
６
名
、
家
庭
科
３
名
）
の
初
め
て
の
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
や
る
気
満
々
の
全

教
職
員
の
紹
介
、
現
在
の
校
歌
を
大
切
に
し

た
新
し
い
校
歌
の
披
露
な
ど
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
躍
動
感
を
強
く
感
じ
た
入
学
式

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
町
内
の
事
業
所

な
ど
で
の
実
習
が
多
く
な
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
の
で
、
受
け
入
れ
に
際
し
て
関
係
す
る
皆

さ
ん
の
最
大
限
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム
ス
ク

ー
ル
の
入
校
式
が
４
月
５
日
に
行
わ
れ
、
14

名
の
ス
ク
ー
ル
生
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
８

年
の
開
校
以
来
21
回
目
を
迎
え
、
例
年
は
10

名
前
後
の
入
校
生
で
す
が
、
昨
年
は
開
校
20

年
の
節
目
を
迎
え
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
各
方
面
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
、

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
増
え
た
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
年
間
（
畑
作
コ
ー
ス
の
方
は
収
穫
期
ま
で
）

と
い
う
短
い
期
間
で
す
が
、
将
来
の
農
業
の

応
援
団
と
し
て
、
ま
た
、
担
い
手
と
し
て
育

つ
よ
う
受
け
入
れ
を
い
た
だ
い
て
い
る
農
家

の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

四
点
目
は
、
４
月
22
日
に
新
得
町
農
業
協

同
組
合
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27

年
度
の
農
畜
産
物
取
扱
額
が
約
168
億
円
（
平

成
26
年
度
は
約
144
億
円
、
平
成
25
年
度
は
約

128
億
円
）
で
前
年
比
16
・
8
％
の
伸
び
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
要

因
も
あ
る
経
営
環
境
の
中
、
今
回
も
過
去
最

高
を
更
新
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
昨
年
の
秋
口
以
降
の
各
種
の
会
議

で
、
新
得
農
業
は
「
勢
い
」
を
感
じ
る
と
挨

拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
農
協

改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
様
々
な
環
境
の
変

化
も
予
想
さ
れ
、
不
安
を
感
じ
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
今
年
も
無
事
故
で
「
勢
い
」
の

あ
る
１
年
に
な
る
よ
う
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町長室から

こんにちは

新得町長　浜田正利

　

短

　

歌

新

得

短

歌

会

病
棟
に
夕
暮
れ
せ
ま
り
琥
珀
色

　
　

希
望
抱
く
は
朝
日
み
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

恭
子

　

わ
れ
短
歌
を
詠
み
そ
め
し
よ
り
七
十
年

た
だ
に
詠
み
つ
ぐ
可
も
な
く
不
可
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
本　
　

洋

人
の
世
の
嘆
き
も
知
ら
ず
一
面
に

　
　

白
鳥
群
れ
て
畑
に
あ
そ
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

幸
子

短
歌
会
皆
で
祝
う
春
し
ぼ
り

　
　

溢
る
る
笑
顔
打
ち
上
げ
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　

風
月

誰
で
も
が
知
り
得
ぬ
こ
と
の
多
か
り
き

　

歌
留
多
絵
届
く
心
つ
な
げ
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

中
井
由
利
子

神
代
よ
り
湧
き
続
け
お
り
出
雲
の
湯

　
　

瑪
瑙
ゆ
ら
め
く
悠
久
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

康
雄

大
ら
か
に
生
き
て
商
ふ
ひ
と
世
持
ち　
　

　
　

娘
等
の
看
り
に
満
た
さ
れ
逝
き
し�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
美
代
子

あ
り
が
と
う
只
今
生
ま
れ
た
柔
ら
か
さ

　
　

毛
布
に
く
る
ん
で
幾
重
も
愛
で
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
御
狸
裸

　
俳
　
句

新
得
俳
句
同
好
会

巣
作
り
か
鴉
一
心
枝
運
ぶ

片
桐　

波
月

変
貌
の
農
政
お
し
て
春
動
く袴

田
ゆ
き
男

せ
せ
ら
ぎ
の
土
手
を
賑
わ
す
福
寿
草�

斉
藤　

青
苔

早
春
の
空
一
杯
の
鳶
の
輪�

高
橋　

民
女

働
け
る
土
の
香
う
れ
し
こ
の
春
も

　

八
木　

育
子

お
茶
漬
け
で
昼
餉
終
わ
ら
す
雪
解
か
な�

月
井　

愁
峰

黄
砂
降
る
洗
車
に
群
て
カ
ー
ラ
ジ
オ

大
崎　

か
ず
お

ラ
ン
ド
セ
ル
横
断
歩
道
に
春
運
ぶ

中
島　

土
方

月

　

新
得
町
で
一
番
早
く
造
ら
れ
た
道
路

は
、
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
仮
定
県
道
南

北
線
と
さ
れ
て
い
ま
す
。『
北
海
道
道

路
誌
』
に
よ
り
ま
す
と
、
芽
室
坂
で
一

時
中
断
し
て
い
た
開
削
工
事
が
明
治
31

年
に
再
開
さ
れ
、
清
水
町
石
山
地
区
か

ら
畜
産
試
験
場
の
西
側
の
字
新
得
西
７

線
の
オ
ダ
ッ
シ
ュ
山
の
北
側
鞍あ

ん

ぶ部
を
越

え
て
南
富
良
野
町
串
内
へ
達
し
、
明
治

32
年
に
富
良
野
ま
で
通
じ
て
い
ま
す
。

明
治
33
年
に
入
植
し
た
山
形
団
体
の
第

二
陣
の
人
た
ち
も
、
こ
の
道
路
を
通
っ

て
新
得
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
道
路
は
明
治
40
年
の

官
設
鉄
道
釧
路
線
（
旭
川
〜
釧
路
間
）

の
開
通
で
、
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り
、

荒
れ
た
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
昭
和
６
年
に
新
内
〜
落
合
間
に
新

し
い
道
路
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
翌
年
に

は
、
既
設
の
新
得
〜
新
内
間
の
道
路
改

良
が
行
わ
れ
、
晴
れ
て
新
得
か
ら
狩
勝

峠
越
え
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
自
動

車
が
通
れ
る
道
路
の
完
成
は
、
住
民
に
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旧青年団による桜並木保存と環境整備
（昭和 63 年 5 月 20 日）

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

町
内
の
青
年
団
で
は
昭
和
７
年
・
昭

和
８
年
の
春
、
道
路
の
開
通
と
狩
勝
峠

日
本
八
景
当
選
を
記
念
し
て
、
桜
の
木

400
本
を
新
内
駅
か
ら
峠
に
向
か
っ
て
道

路
沿
い
に
植
え
ま
し
た
。
道
路
は
昭
和

９
年
に
国
道
に
昇
格
し
、
一
級
国
道
札

幌
根
室
線
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
桜
並
木

は
標
高
が
高
い
た
め
、
遅
咲
き
の
桜
と

し
て
旅
行
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
に
国
道
38
号
と
名
称
が
変

わ
り
、
昭
和
42
年
に
改
良
舗
装
工
事
に

併
せ
て
道
路
の
切
り
替
え
が
行
わ
れ
、

現
在
の
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
い
道
路
は
旧
国
道
と
呼
ば
れ
、
桜

並
木
は
そ
の
後
も
訪
れ
る
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
５
月
20
日
、
旧
青
年
団
の

方
た
ち
に
よ
り
桜
並
木
の
保
存
と
環
境

整
備
が
行
わ
れ
、
同
日
、
新
得
町
教
育

委
員
会
と
郷
土
研
究
会
に
よ
り
史
跡
銘

板
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「狩勝旧国道の桜並木」

　

９
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
７
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
「
日
本
そ
ば
博

覧
会
in
十
勝
新
得
町
」。
24
、25
日
に「
し

ん
と
く
新
そ
ば
祭
り
」
が
併
催
さ
れ
ま

す
。

　

開
催
期
間
中
、
次
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
24
日
、
25
日
開
催
分

全
国
手
打
ち
そ
ば
屋
台
村

　
　

言
わ
ず
も
が
な
、
新
そ
ば
祭
り
の

　

主
役
。
今
回
は
町
内
の
手
打
ち
そ
ば

　

店
や
団
体
の
ほ
か
、
全
国
各
地
の
団

　

体
を
含
め
15
団
体
が
出
店
予
定
。

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

　
　

過
去
に
開
催
し
て
い
た
体
験
教
室

　

が
復
活
。
11
時
か
ら
と
13
時
か
ら
の

　

１
日
２
回
開
催
（
１
回
10
人
限
定
）。

　

予
約
な
し
の
当
日
受
付
の
み
。

　

と
こ
ろ　

公
民
館
中
ホ
ー
ル

「
全
麺
協
」
素
人
そ
ば
打
ち
四
段
位
認

定
会

　
　

全
国
か
ら
三
段
位
を
持
つ
96
人
が

　

新
得
町
で
四
段
位
取
得
に
挑
む
。
観

　

覧
可
能
。

　

と
こ
ろ　

町
民
体
育
館

東
根
市
、
五
ヶ
瀬
町
特
産
品
販
売

　
　

友
好
都
市
山
形
県
東
根
市
の
リ
ン

　

ゴ
や
麩ふ

、
姉
妹
町
の
宮
崎
県
五
ヶ
瀬

　

町
の
ワ
イ
ン
な
ど
の
販
売
を
予
定
。

◎
事
前
募
集
（
開
催
期
間
中
、
展
示
）

そ
ば
の
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

そ
ば
を
題
材
に
し
た
川
柳
を
募
集
。

　

あ
な
た
の
粋
な
セ
ン
ス
を
待
っ
て
い

　

ま
す
。優
秀
な
作
品
に
は
賞
品
を
授
与
。

　

募
集
期
間　

未
定

そ
ば
と
新
得
町
の
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

そ
ば
と
新
得
町
を
題
材
に
し
た
風

　

景
写
真
を
募
集
。
最
優
秀
賞
に
は
賞

　

金
10
万
円
を
授
与
。

　

募
集
期
間　

未
定

　　

そ
の
他
に
も
内
容
未
定
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開催まで

あと４ヶ月
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家族が生前お世話になったお礼に
○栗山愛子（西栄会）
　社会福祉協議会に５万円

○齊藤信道（中富良野町）
　社会福祉協議会に１０万円

○山本　勉（新生の２）
　社会福祉協議会に10万円

◯板垣忠司（札幌市）
　社会福祉協議会に10万円

町や町の施設に
○上田晴也（新生の２会）
　新得保育所園児用農園の肥料２トントラック
１台分

図書の寄贈
○銘形俊雄（東泉会）

○山田英和（帯広市）
　

 

 

 

しんとくんカードから大切なお知らせです。  
「カード４」は、お使いになられましたか？  

新得町スタンプ協同組合（商工会内）電話 64-5324 

■
一
般
書

・
家
族
と
い
う
病 

２
　 

（
下
重
暁
子
）

・
障
が
い
者
が
学
び
続
け
る
と
い
う

こ
と                      

（
田
中
良
三
）

・
桜
の
樹
木
学            

（
近
田
文
弘
）

・
恋
文                   

（
竹
田
津
　
実
）

・
冷
蔵
庫
か
ら
始
め
る
残
さ
な
い
暮

ら
し                  

（
中
野
佐
和
子
）

・
体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
　

続
々                         

（
タ
ニ
タ
）

・
野
菜
の
植
え
つ
け
と
種
ま
き
の
裏

ワ
ザ                      

（
木
嶋
利
男
）

・
向
田
理
髪
店            

（
奥
田
英
朗
）

・
娘
に
な
っ
た
妻
、
の
ぶ
代
へ

                               

（
砂
川
啓
介
）

・
紫
竹
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
き
め
き

の
花
暮
ら
し            

（
紫
竹
昭
葉
）

・
猟
師
食
堂               

（
田
中
康
弘
）

・
徹
底
解
剖
！
北
海
道
新
幹
線

                         

（
北
海
道
新
聞
社
）

・
北
の
ダ
ン
ナ
と
西
の
ヨ
メ

                               

（
横
山
了
一
）

・
若
様
と
ロ
マ
ン         

（
畠
中
　
恵
）

・
112
日
間
の
マ
マ         

（
清
水
　
健
）

 

■
児
童
書

・
モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
ピ
ク
ニ

ッ
ク                      

（
柏
葉
幸
子
）

・
菜
の
子
ち
ゃ
ん
と
カ
ッ
パ
石

                               

（
富
安
陽
子
）

・
う
ど
ん
対
ラ
ー
メ
ン
（
田
中
六
大
）

・
む
か
し
日
本
狼
が
い
た

                            

（
菊
池
日
出
夫
）

・
こ
の
あ
と
ど
う
し
ち
ゃ
お
う

                  

（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）

「
戦
う
ハ
ニ
ー
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
新
野
　
剛
志

　　

星
野
親
、
27
歳
。
大
手
保
険
会
社
を
退

職
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
保

育
士
と
し
て
、
無
認
可
保
育
園
「
み
つ
ば

ち
園
」
に
勤
め
始
め
た
。
そ
こ
は
、
事
情

を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
が
多
く
集
ま
り「
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
・
ハ
ニ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
園

だ
っ
た
。
十
分
な
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
子
、
パ
チ
ン
コ
に
夢
中
で
迎

え
に
来
な
い
母
親
、
父
母
同
士
の
不
倫
…
。

星
野
は
答
え
の
出
な
い
問
題
に
体
当
た
り

で
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
。

　

そ
ん
な
中
、
み
つ
ば
ち
園
は
運
営
形
態

を
市
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
存
続
の
危
機
に

立
た
さ
れ
る
。
園
の
た
め
、
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
星
野
た
ち
保
育
士

は
あ
る
行
動
に
出
る
。

あなたのお店のコマーシャルをしてみませんか？
このスペース（4.5cm × 8.8cm・２枠）を広告用の枠と
して開放していますので、ぜひご利用ください。
詳しくはお知らせしんとく４月号や、町ホームページ、
または広報広聴係（64-0521）にご相談ください。
掲載料は１回 2,500 円です。
※申し込みが２件を超える場合は、抽選となります。
　また、申請書の提出等ありますので、ご相談はお早
めに！

〜有料広告を募集しています〜

　
今
春
、
札
幌
の
大
学
を
卒

業
し
、
４
月
か
ら
新
得
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
勤
務
し
て

い
る
谷
岡
里
菜
さ
ん
に
、
お

話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

早く町の人に
顔を覚えてもらい
みなさんの役に

立ちたい
谷岡　里菜さん

●
新
得
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

就
職
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

中
学
生
の
時
に
、
福
祉
を
学

ぶ
総
合
学
習
の
時
間
が
あ
り
、

そ
の
時
に
深
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
職
員
の
方
の
話
を
聞
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
話

を
聞
い
て
い
た
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
仕
事
が
お
も
し
ろ
そ

う
だ
な
と
興
味
を
持
ち
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
働
い
て
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
大
学
は
福
祉

を
学
べ
て
、
社

会
福
祉
士
の
受

験
資
格
も
得
ら

れ
る
と
こ
ろ
を

選
び
ま
し
た
。

本
当
は
理
数
系

の
学
科
が
好
き
だ
っ

た
し
、
天
体
を
学
び

た
い
と
か
も
あ
っ
た

ん
で
す
け
ど
ね
。

　

大
学
に
新
得
町
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
求
人
が
来
て
い
て
、

友
達
と
「
新
得
っ
て
ど
こ
？
」

て
話
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）
そ

の
友
達
と
の
会
話
が
印
象
に

残
っ
て
い
た
の
も
あ
る
の
で
す

が
、
大
き
な
街
よ
り
小
さ
な
街

の
方
が
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
一
人
ひ
と
り
と
き
ち
ん
と
向

き
合
っ
て
、
仕
事
が
で
き
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
受

験
を
す
る
前
に
新
得
に
来
て
、

街
並
み
や
職
場
な
ど
を
見
学
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
よ
し
、
受
け
て
み
よ
う
」
と

決
心
し
て
新
得
町
社
協
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
す
か
？

　

主
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や

高
齢
者
サ
ロ
ン
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
覚
え
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
大
変
で
は
あ
り

ま
す
が
、
自
分
が
希
望
し
た
仕

事
で
も
あ
る
し
、
周
り
の
上
司

や
先
輩
方
も
尊
敬
で
き
る
良
い

人
ば
か
り
で
、
職
場
の
雰
囲
気

も
良
く
、
全
然
辛
く
な
く
毎
日

楽
し
ん
で
で
き
て
い
ま
す
。
今

は
利
用
者
の
方
や
地
域
の
方

に
、
自
分
の
名
前
を
呼
ん
で
も

ら
え
る
の
が
嬉
し
く
て
。
名
前

を
覚
え
て
い
て
く
れ
て
る
ん
だ

っ
て
（
笑
）

　
●
新
得
町
の
印
象
は
？

　

今
ま
で
新
得
に
来
た
こ
と
が

な
か
っ
た
ん
で
す
。
帯
広
に
は

来
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
通

過
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
な

…
？
車
に
乗
っ
て
る
と
寝
て
し

ま
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
あ
ま
り

記
憶
に
な
い
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）

　

実
際
に
住
ん
で
み
て
、
と
て

も
住
み
心
地
良
い
町
で
す
。
深

川
に
あ
る
実
家
も
稲
作
農
家

で
、
周
り
が
田
ん
ぼ
だ
ら
け
で
、

近
所
は
み
ん
な
顔
見
知
り
と
い

う
と
こ
ろ
な
の
で
、
新
得
も
畑

が
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
し
共

通
点
が
多
い
の
が
落
ち
着
き
ま

す
。
不
便
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

「
不
便
だ
な
ぁ
ー
。
で
も
、
無

き
ゃ
無
い
で
い
い
っ
か
ー
」
と

い
う
感
じ
で
あ
ま
り
苦
に
は
な

ら
な
い
で
す
ね
。

●
趣
味
・
特
技
は
何
で
す
か
？

　

実
家
の
近
く
に
ス
キ
ー
場
が

あ
っ
た
の
で
、
ス
キ
ー
を
や
っ

た
り
、
中
学
、
高
校
と
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
テ
ニ
ス
の
相
手
が
い
な

か
っ
た
の
で
や
っ
て
い
な
い
で

す
け
ど
ね
。
お
酒
も
人
並
み
程

度
に
は
好
き
で
す
。
周
り
の
人

に
「
ざ
る
」
っ
て
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
け
ど
（
笑
）

●
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
面
で
は
、
早
く
町
の
人

た
ち
の
顔
と
名
前
を
覚
え
る
こ

と
と
、
今
は
言
わ
れ
た
こ
と
を

こ
な
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、

早
く
慣
れ
て
自
分
か
ら
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
一
度
決
め
た
こ
と
は
行
け

る
と
こ
ま
で
行
っ
て
み
る
。
ダ

メ
な
ら
ダ
メ
で
そ
の
時
に
考
え

る
と
い
う
性
分
な
の
で
、
中
学

生
の
時
に
興
味
を
持
っ
た
社
会

福
祉
協
議
会
で
み
な
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
で
は
、
職

場
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
車
の
運
転
が
上
手

く
な
り
た
い
で
す
ね
（
笑
）

たにおか　りなさん

平成５年１０月生まれ（22歳）
深川市出身　
　
平成28年３月に北星学園大学
社会福祉学部福祉計画学科を卒
業。平成28年４月から新得町
社会福祉協議会で勤務

「自分の名前を覚えていてくれるのが嬉しい」と話す谷岡さん

おくやみ

野村　敦美

髙橋ノブ子
田中ミヨ子

鈴木　勝雄

森藤由佳理

(81 )

( 75 )

( 95 )

( 78 )

( 35 )

4/  2

4/  8

4/12

4/12

4/24

新 進 会

新 生 の １ 会

屈 足 東 進 会

西 栄 会

日 の 出 会

結　　婚

加藤　優平 ♡ 森　　理美 ９ 区
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木 日

木

金

土

水

木

火水

土

日

月

火

水

金

土

月

火

水

木

金

土

日

月

金

日

月

火

水

  新得わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

木

 

 

 

 　 

 

 

 

  新得わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

６６

  健康相談（屈足）10:00
  移動図書館車かりかち号運行

 

 

  健康相談（屈足）10:00
  寿教室（公民館）10:00
  移動図書館車かりかち号運行

 

 

 

 

  おはなし会（なかよし）15:15
  移動図書館車かりかち号運行
  

  介護・ものわすれ相談（なごみ）9:00
  １歳６ヶ月健診（なごみ）
  屈足わすれん塾（らら）9:00

 

  第22回本のリサイクル市（図書館）
 　　　　　　　　　　　　　～12日

  健康相談（屈足）10:00 
  特定健診・がん検診（なごみ）
 

  育児の日

  特別整理休館（図書館）～30日
  屈足保育園運動会 9:00

   健康相談（屈足）10:00

 

  第58回佐幌岳山開き（予定） 
  第56回しんとく女性のつどい兼第64
  回春期女性ﾘｰﾀﾞｰ養成講習会(公民館)
  10:00

  新得・屈足合同わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

 

   屈足わすれん塾（らら）9:00

  新得わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00 
  特定健診・がん検診（なごみ）

  乳幼児健診

　
 

  健康相談（屈足）10:00

 
 

  屈足連合町内会パークゴルフ大会
  新得幼稚園運動会 9:00

  屈足わすれん塾（らら）9:00
 

  特定健診・がん検診（屈足）
  

  土曜おはなし会（図書館）14:30
  新得保育所運動会 9:00

  おはなし会（なかよし）15:15
  移動図書館車かりかち号運行

  新得わすれん塾（なごみ）9:00
  健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

◆平成 28 年 4 月末の人口（　）は前月比：6,310 人（+67）　男：3,085 人（+28）　女：3,225 人（+39）　世帯数：3,381（+40）◆

　   ※外国人を含めた数で掲載

2016（平成28年）
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５

６月の納期限は

27日まで
町・道民税第１期 昨年の新得幼稚園運動会での一コマ

前
ま え だ

田　結
ゆ う ま

真くん

平成 27 年 10 月 15 日生まれ

パパ　敏晴　ママ　絵理　
新進会

若
わかすぎ

杉　星
せ い た

汰くん

平成 27 年 10 月 29 日生まれ

パパ　真吾 ママ　絵里子　
北新得

髙
たかおか

岡　瑞
み ず き

季くん

平成 27 年 10 月１日生まれ

パパ　雄　ママ　由香里　
西和会

上
うえはら

原那
な な み

々実ちゃん

平成 27 年９月３日生まれ

パパ　祥宏　ママ　恵里　
若葉会


